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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和1年12月19日(2019.12.19)

【公表番号】特表2018-535261(P2018-535261A)
【公表日】平成30年11月29日(2018.11.29)
【年通号数】公開・登録公報2018-046
【出願番号】特願2018-545102(P2018-545102)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 471/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4439   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/444    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ  471/04     １０８Ｑ
   Ｃ０７Ｄ  471/04     ＣＳＰ　
   Ａ６１Ｋ   31/4439   　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/444    　　　　
   Ａ６１Ｐ    1/04     　　　　
   Ａ６１Ｐ   25/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １１１　

【手続補正書】
【提出日】令和1年11月7日(2019.11.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）の化合物、あるいはその薬学的に許容可能な塩または溶媒和物であって、
【化１】

式中、
Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３、およびＸ４はそれぞれＣＲ１であり、あるいは、
Ｘ１はＮであり、Ｘ２、Ｘ３、およびＸ４はそれぞれＣＲ１であり、あるいは、
Ｘ２はＮであり、Ｘ１、Ｘ３、およびＸ４はそれぞれＣＲ１であり、あるいは、
Ｘ３はＮであり、Ｘ１、Ｘ２、およびＸ４はそれぞれＣＲ１であり、あるいは、
Ｘ４はＮであり、Ｘ１、Ｘ２、およびＸ３はそれぞれＣＲ１であり、
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【化２】

は
【化３】

から選択され、
Ｚは－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｎ（Ｒ４）－、－ＣＨ２－、－ＯＣＨ２－、あるいは－ＣＨ２Ｏ
－であり、
Ｒ１はそれぞれ、水素、ハロゲン、随意に置換されたＣ１－Ｃ６アルキル、随意に置換さ
れたＣ２－Ｃ６アルケニル、随意に置換されたＣ２－Ｃ６アルキニル、随意に置換された
アリール、随意に置換されたヘテロアリール、随意に置換されたＣ３－Ｃ８シクロアルキ
ル、随意に置換された－（Ｃ１－Ｃ２アルキレン）－（Ｃ３－Ｃ８シクロアルキル）、随
意に置換されたＣ２－Ｃ９ヘテロシクロアルキル、随意に置換された－（Ｃ１－Ｃ２アル
キレン）－（Ｃ２－Ｃ９ヘテロシクロアルキル）、随意に置換された－（Ｃ１－Ｃ２アル
キレン）－（アリール）、随意に置換された－（Ｃ１－Ｃ２アルキレン）－（ヘテロアリ
ール）、－ＣＦ３、－ＯＲ１０、－ＳＲ１０、－Ｎ（Ｒ１１）Ｒ１２、－Ｎ（Ｒ１１）Ｓ
（Ｏ）２Ｒ１５；－Ｎ（Ｒ１３）Ｎ（Ｒ１１）Ｒ１２、－Ｎ（Ｒ１３）Ｎ（Ｒ１１）Ｓ（
Ｏ）２Ｒ１５、－Ｃ（Ｏ）Ｒ１４、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ１０、－Ｃ（Ｓ）ＯＲ１０、－Ｃ（Ｏ
）ＳＲ１０、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１１）Ｒ１２、－Ｃ（Ｓ）Ｎ（Ｒ１１）Ｒ１２、－Ｃ（Ｏ
）Ｎ（Ｒ１１）Ｓ（Ｏ）２Ｒ１５、－Ｃ（Ｓ）Ｎ（Ｒ１１）Ｓ（Ｏ）２Ｒ１５、－Ｃ（Ｏ
）Ｎ（Ｒ１３）Ｎ（Ｒ１１）Ｒ１２、－Ｃ（Ｓ）Ｎ（Ｒ１３）Ｎ（Ｒ１１）Ｒ１２、およ
び－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１３）Ｎ（Ｒ１１）Ｓ（Ｏ）２Ｒ１５からなる群から独立して選択さ
れ、
Ｒ２はそれぞれ、ハロゲン、随意に置換されたＣ１－Ｃ６アルキル、－ＯＲ２０、－ＳＲ

２０、－Ｎ（Ｒ２１）Ｒ２２、－Ｃ（Ｏ）Ｒ２０、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ２１）Ｒ２２、およ
び－Ｎ（Ｒ２３）Ｃ（Ｏ）Ｒ２０からなる群から独立して選択され、
Ｒ３は水素、随意に置換されたＣ１－Ｃ６アルキル、随意に置換されたＣ２－Ｃ６アルケ
ニル、随意に置換されたＣ２－Ｃ６アルキニル、随意に置換されたＣ３－Ｃ８シクロアル
キル、随意に置換されたアリール、随意に置換された－（Ｃ１－Ｃ２アルキレン）－（ア
リール）、随意に置換されたヘテロアリール、および、随意に置換された－（Ｃ１－Ｃ２

アルキレン）－（ヘテロアリール）からなる群から選択され、
Ｒ４は水素あるいは随意に置換されたＣ１－Ｃ６アルキルであり、
Ｒ１０、Ｒ１３、およびＲ１４はそれぞれ、水素、随意に置換されたＣ１－Ｃ６アルキル
、随意に置換されたＣ２－Ｃ６アルケニル、随意に置換されたＣ２－Ｃ６アルキニル、随
意に置換されたＣ３－Ｃ８シクロアルキル、随意に置換されたアリール、随意に置換され
た－（Ｃ１－Ｃ２アルキレン）－（アリール）、随意に置換されたＣ２－Ｃ９ヘテロシク
ロアルキル、随意に置換されたヘテロアリール、および、随意に置換された－（Ｃ１－Ｃ

２アルキレン）－（ヘテロアリール）からなる群から独立して選択され、
Ｒ１１およびＲ１２はそれぞれ、水素、随意に置換されたＣ１－Ｃ６アルキル、随意に置
換されたＣ２－Ｃ６アルケニル、随意に置換されたＣ２－Ｃ６アルキニル、随意に置換さ
れたＣ３－Ｃ８シクロアルキル、随意に置換されたアリール、随意に置換された－（Ｃ１

－Ｃ２アルキレン）－（アリール）、随意に置換されたＣ２－Ｃ９ヘテロシクロアルキル
、随意に置換されたヘテロアリール、および、随意に置換された－（Ｃ１－Ｃ２アルキレ
ン）－（ヘテロアリール）からなる群から独立して選択され、あるいは、随意に、Ｒ１１

とＲ１２はそれらが結合している窒素原子と一体となって、随意に置換されたＣ２－Ｃ９

ヘテロシクロアルキル環を形成し、
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Ｒ１５は、随意に置換されたＣ１－Ｃ６アルキル、随意に置換されたＣ２－Ｃ６アルケニ
ル、随意に置換されたＣ２－Ｃ６アルキニル、随意に置換されたＣ３－Ｃ８シクロアルキ
ル、随意に置換されたアリール、随意に置換された－（Ｃ１－Ｃ２アルキレン）－（アリ
ール）、随意に置換されたＣ２－Ｃ９ヘテロシクロアルキル、随意に置換されたヘテロア
リール、および、随意に置換された－（Ｃ１－Ｃ２アルキレン）－（ヘテロアリール）か
らなる群から選択され、
Ｒ２０およびＲ２３はそれぞれ、水素、随意に置換されたＣ１－Ｃ６アルキル、随意に置
換されたＣ２－Ｃ６アルケニル、随意に置換されたＣ２－Ｃ６アルキニル、随意に置換さ
れたＣ３－Ｃ８シクロアルキル、随意に置換されたアリール、随意に置換された－（Ｃ１

－Ｃ２アルキレン）－（アリール）、随意に置換されたＣ２－Ｃ９ヘテロシクロアルキル
、随意に置換されたヘテロアリール、および、随意に置換された－（Ｃ１－Ｃ２アルキレ
ン）－（ヘテロアリール）からなる群から独立して選択され、
Ｒ２１およびＲ２２はそれぞれ、水素、随意に置換されたＣ１－Ｃ６アルキル、随意に置
換されたＣ２－Ｃ６アルケニル、随意に置換されたＣ２－Ｃ６アルキニル、随意に置換さ
れたＣ３－Ｃ８シクロアルキル、随意に置換されたアリール、随意に置換された－（Ｃ１

－Ｃ２アルキレン）－（アリール）、随意に置換されたＣ２－Ｃ９ヘテロシクロアルキル
、随意に置換されたヘテロアリール、および、随意に置換された－（Ｃ１－Ｃ２アルキレ
ン）－（ヘテロアリール）からなる群から独立して選択され、あるいは、随意に、Ｒ２１

とＲ２２はそれらが結合している窒素原子と一体となって、随意に置換されたＣ２－Ｃ９

ヘテロシクロアルキル環を形成し、
ｎは０－４であり、および、
ｐは０または１である、化合物、あるいはその薬学的に許容可能な塩または溶媒和物。
【請求項２】
　Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３、およびＸ４はそれぞれＣＲ１である、請求項１に記載の化合物、あ
るいはその薬学的に許容可能な塩または溶媒和物。
【請求項３】
　Ｒ１はそれぞれ、水素、ハロゲン、随意に置換されたＣ１－Ｃ６アルキル、－ＣＦ３、
－ＯＲ１０、－Ｎ（Ｒ１１）Ｒ１２、－Ｃ（Ｏ）Ｒ１４、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ１０、および－
Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ１１）Ｒ１２からなる群から独立して選択される、請求項２に記載の化合
物、あるいはその薬学的に許容可能な塩または溶媒和物。
【請求項４】
　Ｒ１はそれぞれ、水素、ハロゲン、および－ＣＦ３からなる群から独立して選択される
、請求項３に記載の化合物、あるいはその薬学的に許容可能な塩または溶媒和物。
【請求項５】
　Ｒ２はそれぞれ、ハロゲン、随意に置換されたＣ１－Ｃ６アルキル、－ＯＲ２０、およ
び－Ｎ（Ｒ２１）Ｒ２２からなる群から独立して選択される、請求項１に記載の化合物、
あるいはその薬学的に許容可能な塩または溶媒和物。
【請求項６】
　Ｒ２はそれぞれ、ハロゲンと随意に置換されたＣ１－Ｃ６アルキルからなる群から独立
して選択される、請求項５に記載の化合物、あるいはその薬学的に許容可能な塩または溶
媒和物。
【請求項７】
　Ｒ３は、水素と随意に置換されたＣ１－Ｃ６アルキルからなる群から選択される、請求
項１に記載の化合物、あるいはその薬学的に許容可能な塩または溶媒和物。
【請求項８】
【化４】

は
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【化５】

である、請求項１に記載の化合物、あるいはその薬学的に許容可能な塩または溶媒和物。
【請求項９】
　Ｚは－Ｏ－、－ＯＣＨ２－、または－ＣＨ２Ｏ－である、請求項１に記載の化合物、あ
るいはその薬学的に許容可能な塩または溶媒和物。
【請求項１０】
　ｎは１または２である、請求項１に記載の化合物、あるいはその薬学的に許容可能な塩
または溶媒和物。
【請求項１１】
　以下から選択される、請求項１に記載の化合物、あるいはその薬学的に許容可能な塩ま
たは溶媒和物。

【化６】
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【請求項１２】
　薬学的に許容可能な希釈剤、賦形剤、または結合剤、および、請求項１－１１のいずれ
か１つの化合物、あるいはその薬学的に許容可能な塩または溶媒和物を含む医薬組成物。
【請求項１３】
　疾患、障害、または疾病を処置するのに使用するための請求項１－１１のいずれか１つ
の化合物であって、疾患、障害、または疾病は、多発性硬化症、潰瘍性大腸炎、およびク
ローン病から選択される、化合物。
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